
甚
大
な
被
害
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
米
国
の

コ
ロ
ナ
禍
は
、
同
国
の
公
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
の
脆
弱
性
を
あ
ら
た
め
て
露
呈
さ
せ
て
い
る
。

本
稿
で
は
特
に
、
医
療
保
険
制
度
や
病
気
休
業
制

度
と
の
関
連
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
欠
如
に
よ
る
影
響
と

検
査
負
担
の
免
除
措
置

ま
ず
医
療
保
険
に
関
し
て
は
、
民
主
党
の
大
統

領
候
補
者
指
名
争
い
で
再
び
主
要
な
争
点
と
な
っ

た
よ
う
に
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
欠
如
が
米
国
の

顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
高
齢
者
や
低
所
得
者
な
ど

限
ら
れ
た
部
分
の
み
公
的
な
医
療
保
障
が
提
供
さ

れ
、
現
役
世
代
に
関
し
て
は
基
本
的
に
民
間
医
療

保
険
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
米
国
民

の
約
６
割
が
雇
用
を
通
し
て
提
供
さ
れ
る
民
間
医

療
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
失
業
は
所
得
喪
失
の

み
な
ら
ず
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
影
響
を
与
え

得
る
。
２
０
１
９
年
末
現
在
、
約
２
９
０
０
万
人

が
無
保
険
状
態
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
や
自
己
負
担

額
も
医
療
機
関
や
加
入
保
険
に
よ
っ
て
異
な
る
。

高
額
の
自
己
負
担
へ
の
懸
念
に
よ
る
検
査
や
受
診

の
抑
制
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
加
速
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
３
月
１８
日
に
成
立
し
た
家

族
第
一
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
法（
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）

で
は
、
一
定
の
検
査
に
関
し
て
自
己
負
担
な
し
と

す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
高
度
な
検

査
や
治
療
、
入
院
、
合
併
症
対
応
の
費
用
に
関
し

て
ま
で
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
わ
け
で

コ
ロ
ナ
禍
と
米
国
の
医
療
保
険
・
病
気
休
業
制
度
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は
な
い
。
い
く
つ
か
の
州（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

や
ミ
シ
ガ
ン
な
ど
）や
一
部
の
保
険
提
供
者
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
治
療
費
の
患
者
負
担
を
免
除
す
る
対

応
を
行
っ
て
い
る
が
、
何
ら
対
応
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
州
も
少
な
く
な
い
。

病
気
休
業
中
の
所
得
保
障
措
置

病
気
休
業
制
度
に
関
し
て
も
、
米
国
は
病
気
休

業
中
の
労
働
者
の
所
得
保
障
制
度
が
存
在
し
な
い
、

先
進
国
と
し
て
は
極
め
て
例
外
的
な
国
で
あ
る

（
日
本
の
場
合
は
健
康
保
険
か
ら
傷
病
手
当
金
が

給
付
さ
れ
る
）。
病
気
休
業
制
度
に
関
す
る
連
邦

法
と
し
て
は
、
１
９
９
３
年
家
族
・
医
療
休
業
法

（
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
）が
存
在
す
る
。
し
か
し
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
に

よ
っ
て
労
働
者
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く

ま
で
無
給
の
休
業
で
あ
る
。
大
企
業
を
中
心
に
企

業
独
自
で
有
給
病
気
休
業
制
度
を
設
け
て
い
る
場

合
や
、
州
レ
ベ
ル
で
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
場

合（
２
０
２
０
年
現
在
は
１２
州
お
よ
び
Ｄ
Ｃ
）も
あ

る
が
、
労
働
統
計
局
に
よ
れ
ば
、
１９
年
現
在
、
民

間
労
働
者
の
２７
％
が
所
得
保
障
を
伴
う
病
気
休
業

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
有
し
て
い
な
い
。

３
月
成
立
の
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
で
は
、
有
給
病
気
休

業
に
関
す
る
措
置
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
対
象

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
な
い
し
隔
離
対
象
と
な

っ
た
、
ま
た
は
家
族
の
世
話
が
必
要
と
な
っ
た
労

働
者
で
あ
る
。
た
だ
し
、
共
和
党
が
超
党
派
に
よ

る
成
立
の
条
件
と
し
て
適
用
範
囲
の
制
限
を
要
求

し
た
た
め
、
下
院
民
主
党
の
原
案
に
比
べ
て
極
め

て
限
定
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
従
業
員
数
５

０
０
人
以
上
の
企
業
は
適
用
除
外
で
あ
り
、
従
業

員
数
５０
人
未
満
の
企
業
も
休
業
付
与
が
企
業
存
続

を
脅
か
す
可
能
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
適
用
除
外
が

受
け
ら
れ
る
。
ま
た
Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
病
気
休
業
制

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
象
が
限
定
さ
れ
、
来
年
１

月
に
失
効
す
る
時
限
的
措
置
と
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
再
検
討

医
療
保
険
と
有
給
病
気
休
業
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
職
業
や
所
得
階
層
が
、
そ
れ
ら
の
制
度
へ

の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
制
度
の
質
と
密
接
に
結
び
付

い
て
い
る
点
で
あ
る
。
有
給
病
気
休
業
に
関
し
て

は
、
賃
金
所
得
で
上
位
４
分
の
１
に
属
す
る
労
働

者
の
９２
％
が
利
用
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下

位
４
分
の
１
で
は
５１
％
に
と
ど
ま
る
。
休
業
が
利

用
可
能
な
場
合
も
、
具
体
的
な
内
容
は
企
業
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
黒
人
な
ど
人
種
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
感
染
被
害
が
偏
る
背
景
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
所
得
格

差
を
背
景
と
し
た
私
的
福
祉
の
充
実
度
の
違
い
も

有
力
視
さ
れ
て
い
る
要
因
の
１
つ
で
あ
る
。

１
９
２
９
年
の
世
界
恐
慌
と
そ
れ
に
続
く
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
諸
政
策
は
、
連
邦
政
府
の
役
割
を
急

拡
大
さ
せ
、
全
国
的
な
老
齢
年
金
制
度
の
導
入
な

ど
今
日
の
米
国
の
社
会
保
障
制
度
の
基
盤
を
築
い

た
。
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
も
、
連
邦
政
府
が
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
提
供
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
役

割
を
再
認
識
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
米
国

の
社
会
保
障
制
度
に
今
後
何
か
し
ら
恒
久
的
な
変

化
を
も
た
ら
す
可
能
性
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
大

き
な
政
府
に
対
す
る
怒
り
が
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

運
動
を
引
き
起
こ
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に

巨
大
な
揺
り
戻
し
が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
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